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認6 北アルプス鹿島槍ガ岳の1955年9月の残雪状態について

らしく・これに反し東側では巨大な雪庇が形成され春に

は雪崩とな？て谷底に転落するのを常とすることによる

らしい．したがって森林限界と樹木限界とは一致せず，

樹木上限は東側でも必ずしも低くはなゼのである．しか

し森林限界は明らかに東側に低下し，露岩及ぴ草地がこ

れに代って広い面積を占めている．以上からみて山地上

部の東西斜面の積雪量に明らかな差があり，それが狭小

な谷底に集積された場合により顕著な対照をしめすもの

のように思われる．この年1月上旬のこの地域の垂直航

空写真によると稜線を境として東側では3～5mの雪庇

が認められるのに・西側ではまだ地物の形が明らかに認

められる50㎝程度の積雪しかない状況がはっきりしてい

胤したがって山稜東側の積雪量は西側の約10倍のもの

となるであろう．この写真も信濃川砂防事務所に保存さ

れている．なおカクネ里雪漢は約30㎝の雪におおわれて

いるがなおその形をはっきり認めることができ，その位

置や形態は9月のものと全く同じといえる．一これらから．

残雪については例年ほとんど変らないことは確実といえ
る．

　4・この残雪が下流の流水にどのような影響を与える

かをみると・水温については鹿島川の支流大ツベタ沢・

小ツベタ沢はいずれも谷頭に残雪塊があり1その流路も

短いので水温の上昇が少ないための名であろう．本流に

はもちろんカクネ里の大雪塊があり，したがって鹿島町

は取入口で7月の水温は平均11。C，8月になって12。G

にすぎない．したがって土壌の性質とも相まってこの水1

を潅慨する水田の収量は低く，青木湖総合開発はこρ水

温を高め水稲収量をますことを目的の一っとしている．

青木湖の表面水温は7月すでに20。C以上，8月には26α

C以上になるのである．

第2表鹿島川各支流の取水量と流域面積

流域面積

取水量

1大ゴ沢1小ツ州大ツベ咽大月1沢

8．20KM2
0．70瀧3／sε。

　　　　し8・25KM2114・00KM2
0・80耽3／εε・11・40鵬3／sθ・

31．45KM2
3．10m3／sθ¢

　水量については昭和電工青木発電所の取水量でみる

と，第2表のように上流に残雪をもたぬ大ゴ沢に比して

残雪をもつ小ヅベタ沢・大ツベタ沢乙大川沢では，それ，

ぞれ流域面積にくらべて0．1秒立方mずつ多い取水量が

許されている．即ち平水位においてこの程度が年間の讐

加水量として残雪から供給されるとみなしてよいであ
ろう．
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　　　　　　　宇田道隆著　海の歳時配

　　　　B6判　227ぺ一ジ　　定価　230円
　　　　法制大学出版局

　水産大学教授の著者が，昭和2年に海の仕事を始めら，

れてから30年になるのを龍念して出された随筆集。〃物

を書くことは元来好きで，一向苦にならないとあとがき

にしるしておられるだけあって，海を中心とした実に多

彩な文章である。収めるところ81篇。内容を，春・夏・

秋・冬にわけた海の歳時記を第1とし，第1海の不思
議，第亙海洋防災，第W海と私の思い出の4つにわけて

ある。が，どこから読み始めても海の話題をもったいな

いほど豊富に聞かせてもらえる。桜貝や桜えぴや飛魚の
話から，カツオ・マグロ・ブリ・イワシ・サバ・アジ・
サンマなどの話になると，、思わず舌なめずりをしてしま

　　　　　　　　　　　　　　ヤうのは筆者のいじきたなさのせいばかりでもあるまい。

治風の手紙”，懸台風と海”などの好文を読んでから

桑放射能と海洋資源”や懸水爆実験とその航海への影

響”などにおよぶと，海の防災科学の必要さをしみじみ

と教えられる。最後の思い出集では著者の交友の広さと

豊かさと詩情の豊かさに心が暖められるものの多い中
で，懸原爆の思い出”は自ら広島原爆を体験され．その

研究にあたられた著者の貴重な記録である。　懸野菊の丘

の如巳堂”とともに広く読まれなければならないもので
あろう。

　随筆集であるから軽く読み通してよかろうし，著者も

それを望んでおられるのであろうが，ところどころに．

ちりばめてある警世の旬や，海洋科学への識見を体系的
にまとめて，書ぎ下しのものを次の機会に出していただ
きたいものとお願いしたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　（伊東彊自）

22

　　　　　　　電源開発と農業問題

　　　　一国土総合開発の科学的推進のために一

　　　　吉岡金市著

　東洋経済新報社刊　A5判　260頁　　　480円

　脚光を浴ぴていま世にもてはやされている電源開発の
かげに，ダム建設に関連して新らしい災害が発生しつつ

ある。本書はこの災害（冷水害，霧害）を，国土総合開1

発あるいは電源開発の行われている地方の，北上川，只

見川，天竜川，筑後川，岡山県の旭川等について具体的

にその実体を取上げ，問題点を明らかにしている。

　著者は農学者で経済学者であり，農民と一諸になつrご

この新らしい災害に取組んでいる方である。この本はダ’

ム建設に伴う諸災害（水害，冷水害，霧害等）の実相と

その社会的間題，災害のよってきたる原因（社会的，科

学的）及ぴその発生機構についてメスを振う。その記述

はくどすぎるほどであり，しかも断定的である。そのた

め著者の専門外の分野に属する事柄の記述に誤りとみな：

される処があり，著者の言わんとする正論が力を失うお

それがあるのは心配である。われわれの気象の分野にあ
っては，霧害の発生機構に関連した記述と・ダム建談に

よる降水量の増加の問題に関する推論には誤りがある。
だからといって霧害の存在を指摘した，あるいは水害
を論じたこの本の本質はそこなわれるわけではない。災
害は複雑であり，種々の要素がかみあって構成されてヤ
る。その機構を明らかにし，防災の実を挙げるまでには
広い科学老の連けいの上に立った総合科学的考察が必要
であることは改めて痛感させられる。

　具体的な資料の上に立ってこれほどまでに間題の所在
を明らかにされた著者の労に敬意を表するものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　（奥　田　　穰）

、

”天気”3．12

「


